
 

 

企画・発行 上野税理士法人  
〒１０３－００２８ 東京都中央区八重洲１丁目５－１５ 荘栄建物ビル８階 

２０１６．０７．０５号 

「大激変！2018 年介護保険法改正と介護報酬改定 未曾有のダブル改正と今から始める介護保険外サービス」 

日時： ８月１８日（木） １３：３０－１６：３０ 

会場： 港区立商工会館 【浜松町駅 徒歩５分】 （詳しくは、http://www.care-mas.com まで） 

講師： 小濱 道博氏 (小濱介護経営事務所 代表)   

 精神障害の労災支給 介護事業等は 2番目の多さ 

  

厚生労働省は、平成 27年度「過労死等の労災補償状

況」を公表した。これは、過重な仕事が原因で発症した

脳・心臓疾患や、仕事による強いストレスなどが原因で

発病した精神障害の状況について年 1回取りまとめた

もの。 

 

＜脳・心臓疾患の労災補償状況＞ 

・請求件数は 795 件で、前年度比 32 件増。支給決定件

数は 251 件で、前年度比 26 件の減（認定率 37.4%）。 

・請求件数の多い業種は、「道路貨物運送業」が 133 件

で最多。「総合工事業」48 件、「その他の事業サービス

業」45 件と続く。 

・支給決定件数では、「道路貨物運送業」が 82件と最も

多く、次いで「総合工事業」16 件、「飲食店」15件。 

・年齢別では、請求件数は「50～59 歳」263 件、「60 歳

以上」233 件、「40～49 歳」198 件 の順で多く、支給決

定件数は「50～59 歳」91件、「40～49 歳」80 件、「60 歳

以上 38 件の順に多い。 

・1か月平均の時間外労働時間数別支給決定件数は、「80

時間以上～100 時間未満」が 105 件で最も多い。 

 

＜精神障害の労災補償状況＞ 

・請求件数は 1,515 件で、前年度比 59件増。支給決定

件数は 472 件で、前年度比 25件減（認定率 36.1%）。 

・請求件数の多い業種は、「社会保険・社会福祉・介護

事業」の 157 件が最も多く、次いで「医療業」の 96 件、

「道路貨物運送業」が 69件。 

・支給決定件数の多い業種は、「道路貨物運送業」が 36

件で最も多く、次いで「社会保険・社会福祉・介護事業」

の 24件、「医療業」23件。 

・年齢別では、請求件数は「40 ～49 歳」459 件、「30

～39 歳」419 件、「50～59 歳」287 件、支給決定件数は

「40～49 歳」147 件、「30～39 歳」137 件、「20～29 歳」

87 件の順に多い。 

・1か月平均の時間外労働時間数別支給決定件数は、「20

時間未満」が 86 件で最も多い。 

・出来事別の支給決定件数は、「仕事内容・仕事量の（大

きな）変化を生じさせる出来事があった」75 件、「（ひ

どい）嫌がらせ、いじめ、又は暴行を受けた」60 件 の

順に多い。 

大阪府 「事前通知なし」で実地指導へ 

 

大阪府は 6月 1日、「大阪府介護保険施設事業者等

指導及び監査実施要綱」の一部を改正。虐待が疑わ

れる場合など、事前通知したのでは日常におけるサ

ービス提供状況等が確認できないと認められる場合

には、「事前通告なし」で緊急に実地指導を行えるよ

うにした。 

今後の介護保険施設・事業所への実地指導について

は、あらかじめ文書等により通知する通常の実地指導

に加え、必要に応じて「事前通告なし」で緊急に実地

指導を行うこととなる。 

 

昨年、大手介護事業者グループが運営する複数の事

業所において、従事者による深刻な高齢者虐待が発生

するなど、高齢者の入所施設等における虐待が全国的

に問題化した。これを受けて、厚労省は 4月 1日、「介

護保険施設等指導指針」の一部を改正し、抜き打ちで

の実地指導を行うよう柔軟な対応を求めていた。 

 

介護休業 常時介護の基準を見直し 

 
厚労省は、第 2回介護休業制度における「常時介護

を必要とする状態に関する判断基準」に関する研究会

を開催。「常時介護を必要とする状態」の基準を見直す

ための判断基準（たたき台）を提示した。 

育児・介護休業法における「常時介護を必要とする

状態」とは、負傷、疾病又は身体上若しくは精神上の

障害により、2週間以上にわたり常時介護を必要とする

状態をいう。 

しかし、介護保険制度との整合性や一般の労働者・

事業主による判断の容易さという観点から、「介護保険

制度の要介護 2以上を受けていること」を一つの基準

として提示。また、要介護認定を受ける前に介護休業

制度等の利用を申し出る場合や、障害がある人の場合

などは、座位保持や歩行、排泄、衣類の脱着等の 12 項

目のうち、一定数を満たし、かつ、その状態が継続す

ると認められること、といった判断基準の「たたき台」

を提示した。 

 
詳しくはお気軽に <info@care-mas.com> まで 
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